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FLAT T, Y | HOMFREIC OS, 受精 か ら 顎 部 体 節 形 成 まで を 述べ た . 本 報 で は , 胸部 体 節 形成 か ら 腕 
子 の 短縮 まで を 8 の ステ ー ジ に 分 け , 各 ス テー ジ に お ける 卵 の 発育 状態 を 述べ る . 

諭 に 入る に 先 だ ち , ご 助言 と ど 校 関 を あと た まわ っ た 東京 教育 大 学 理学 部 菅平 生物 実験 所 の 安藤 裕 博 士 に お礼 申し 
上 げ る . 


結 果 と 8B 


材料 お よび 方 法 に つい て は , 第 1 報 で 述べ た の で , と と で は 省略 する . 
ステ ー ジ の 番号 と 図 お よび 表 の 番号 は 前 報 か ら の 続き 番号 で ある . 


ステ ー ジ 8 胸部 体 節 形 成 其 


朋子 の 伸長 は 若 し く 目 立ち , 大 脚 分 の 前 方 (将来 の 前 大 胞 節 で は ば 直角 に 頃 曲 し , 尾 端 部 で も 著しく 舞曲 し て 
いる た め , 腔 子 の 断面 は 6 字形 で ある . 頭 葉 は 両側 に や や 開き , 中 間 部 分 OKER TEENA, 前 方 と 後 
ガ の 二 部 分 に 分 か れ て いる . そし て , 頭 葉 は 間もなく 発達 する 体 溝 に より , 頭 葉 の 後部 人 に 新た に 形成 され る 前 大 腕 
節 が 明瞭 に な る . 鱗 超 目 須 子 の 前 大 腸 節 の 存在 に つい て , RIE (中田, 1932), Pieris (EASTHAM, 1930; HENSON, 
1933; 田中 , 1968), Chilo (OKADA, 1960) な ど で 報 告 さき され て いる が , Antheraea (SAiro, 1937) な どの よう だ , 
その 存在 が 明らか で な いも の も 多い . 

と の 時 期 に は , まだ 胸部 の 分 化 は 進ん で いな い . 頭 葉 お よび 串 頭 部 は 他 の 部 分 に 比 し て 著しく 長く , 両者 が 占め 
る 割合 は 腔 子 全 長 の 約 1/2 で ある . 

原 潮 は 腹部 後方 に の み 存 在 し て お り , 他 の 部 分 で は 消失 し て いる . 顎 部 に 続く 胸部 で は , 新た 発達 する 休館 江 
に より , Bil, 第 2 第 3 胸 節 の 3 体 節 が 形成 され る . し か し な が ら , 胸部 の 体 節 化 は まだ 認め られ な い 。 従っ て , 
この ステ ー ジ に お ける 豚 子 で は , 頭 葉 の 前 部 (アク ロン acron), 4208, 3 胸 節 , 腹部 , 尾 葉 が 明 膝 (に 区 別 で きる . 

神経 母 細胞 neuroblast の 出現 は 顎 頭 部 に お いて 最初 に 観察 され る . 神経 母 細胞 は 他 の 外 腔 葉 細胞 より 大 きく , 
直径 約 154 で , 額 頭 節 を 通る 横断 面 で , 外 豚 葉 の 正中 線 両 側 こ それ ぞ れ 2 4 個 づつ 数 えら れる 43N). その 後 
の 発生 で , 大 妥 節 付近 の 正中 線 に 沿っ た 新た な 縦 溝 が 神経 潮 neural groove と し て 発達 し 始め る . 神経 系 の 発達 
過程 に お いて は , 同じ 鱗 夫 目 で も 研究 者 や 材料 に より 異説 が ある . 筆者 の 観察 し た ツ ト か や Chilo COkApA, 1960) 
KOC, 顎 節 ある い は 胸 節 が 形成 され る 時 期 (に , 頭 部 と 胸部 に お いて 先 づ 神 経 母 細胞 が 分 化し , それ に 伴っ て 神 
経 潮 が 大 肢 節 付近 か ら 発生 する . その 後 の 発生 で , 頭 部 で も 神経 母 細胞 が 形成 され , 腹部 に お いて は 最も 遅れ る 、 
Heliothis (PRESSER & RuTSCHKY, 1957) で も ほぼ 同様 で も る . し か し な が ら , Mamestra CREMPEL, 1951) で 
は , 休 節 分 化 以前 に 神経 母 細胞 が 分 化し , と の 時 , 神経 溝 が 発達 する . Antheraea (SAITO, 1937) で は , 神経 溝 が 
TRL, 逐 子 の 全体 節 が 明 瞭 に な り , 頭 部 の 付属 肢 が 生じ た 後に , 胸部 と 腹部 の 各 体 節 に 神経 母 細胞 が 出現 し , 頭 


* 第 1 報 は New Entomologist Vol. 19, No. 2・3 (1970), 第 2 報 は 同誌 Vol. 19, No. 4 (1970) に それ ぞ れ 
発表 し た . 
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部 に お ける 神経 母 細胞 の 形成 は 触角 原 基 が わずか に 現われ た 時 で ある と いう . 
HIRD FD FSSC ICH OMEN, 独立 し た 卵 膜 と な る (44 図 ). 従っ て , PE AOR CR F 7 
ラ , RAR, FKT. 
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BBS LOMBOKM LP PBA L, 腹部 は 著しく 伸長 する が , 腹部 の 体 幅 は 送 に 減少 する . 尾 葉 は 大 き さ を さ 
ら に 減じ , 腹部 より 多少 幅広 く 感 じ る 程度 と な る . 前 大 腸 節 が 一 層 明 瞭 と な り , 他 の 体 節 より も 大 きく 感じ られ 
る . MILF O EP RIT 2 CHANCEL, 頭 葉 か ら 腹 部 後方 まで 連続 し た 溝 状 と な る . FORM MICS 
OT, 外 膝 葉 に 密着 し て 拡がっ て いる 中 豚 葉 細胞 塊 は 神経 溝 に より 左右 に 2 分 され て いる . 間もなく, 第 1 顎 頭 節 
腹面 の 左右 に 一 対 の 大 胸 原 基 が 外 腔 業 の 盛り 上 り と し て 出現 し , 続い て 小 股 と 下層 の 原 基 が 対 状 の 小さ な 盛り 上 り 
と し て 現われ る . と の ステ ー ジ で は , 頭 葉 前 端 で 一 対 の 上 大 ほ 突 起 が , 頭 葉 の 後 側 緑 で 一 対 の 触角 原 基 が 発達 する 
(45 図 ). 

胸部 に お ける 付属 肢 の 発 人 着 は この ステ ー ジ で は まだ 明らか で な い が , 前 大 腸 節 で は 小さ な 外 有 葉 性 突起 と し て 前 
KAX premandible 原 基 が 現われ る (45M). BA て 中田 , 1932), Chilo (Okana, 1960), Pieris (EASTHAM, 1930; 
田中 , 1968) で 報告 され て いる よう に , ツ ト ガ で も 前 大 爵 付 属 肢 は 他 の 付属 肢 と 異な り , 発生 の 途中 で 完全 人 退化 
する 一 時 的 な も の で ある . 

各 付 属 肢 の 出現 は 比較 的 短 時 間 に 見 られ る が , それ ら の 出現 順序 に 関し て は , 材料 ある い は 研究 者 に より 若干 の 
違い が ある . ツ ト ガ で は , すでに 述べ た よう に , 最初 額 部 付属 肢 原 基 が 現われ , 続い て 上 麻 , Mie LD CHIARA 
属 肢 原 基 が 発達 し , COR, 胸部 付属 肢 が 分 化す る . し か し な が ら , Chilo COkApA, 1960) で は , 先 づ 触角 お よび 
銀 部 付属 肢 原 基 が 形成 され , 胸部 付属 肢 原 基 が 発達 し た 後に 聞 挿 体 節 付 属 肢 intercalary appendage の 原 基 (前 
AAR) が 現われ る . 

鱗 燃 目 膝 子 の 頭 部 の 発達 に つい て は , EASTHAM (1930, Pieris), SAITO (1937, Antheraea), Oxana (1960, 
Chilo) な ど で 詳 細 に 述べ られ て いる . 頭 部 を 構成 する 体 節 数 に つい て は 異説 が ある けれ ども , 一 般 に 6 節 と する 
見 方 が 多い よう で ある . 多く の 学者 は 真 の 体 節 で ある た め の 必 要 条 件 と し て , 一 対 の 付属 肢 , 体腔 室 お よび 神経 球 
の 存在 を あげ て いる が , EASTHAM は さら に 頭 部 に お ける 側 甲 apodeme を 3 つの 条件 の 他 に 加え て いる . YER 
の 護 子 の 頭 部 は 4 Si IKE, ANBAR, 小 腕 節 , 下 居 節 ) お よび 頭 葉 か ら 構 成 さ れ て いる が , すべ て の 額 節 に 
お いて は それ ぞ れ 明瞭 な 付属 肢 , 神経 節 , 体腔 三 を 有する 点 で 問題 は な い . 従 つて , 頭 葉 が 何 体 節 か ら 形 成 さ れ て 
いる か と いう と と は 興味 の ある 問題 で ある . 前 に 述べ た よう に , 上 大 原 基 は 一 対 の 外 豚 葉 性 突起 と し て 出現 し , そ 
の 後 の 発 達 に 伴っ て それ ら は 正中 線 人 C 向 っ て 移動 し 融合 する . と の 上 大 原 基 が 他 の 付属 肢 と 同様 に 真 の 付属 肢 で あ 
る か , ある い は , 頭 部 に お ける 単なる 突起 で ある か を 決定 する と と は 容易 で な い . な ぜ な ら ば , LEO Rls 
他 の 付属 肢 原 基 の それ と は 非常 に 異 っ て いる . すなわち , 後 の ス テー ジ で , 体腔 開 と 思わ れる 対 状 の 中 有 葉 装 は 他 
の 体腔 より も 正中 線 の 近く に 形成 され , さら に と の 中 駅 葉 誤 は 上 大 突起 の 内 部 に 存在 する と と な ど , 一 般 の 付属 肢 
の 構造 と は 異 っ て いる か ら で あ る . 形態 的 ある い は 位置 的 な 点 で 上 居 ほ 原 基 と 体腔 と の 間 に 問 題 が ある と し て も , そ 
れ は 上 暦 節 の 存在 を 否定 する に 充分 な 根拠 と は な り 得 な い . それ 故に , 神経 節 の 存在 が 決定 的 な 問題 と な る が , ツ 
ト ガ の 上 暦 節 じ お ける 神経 球 の 存在 は 不明 央 で ある . 

触角 を 含む 体 節 に つい て は , 体腔 が 顎 部 体 節 の それ ら と 同様 に 左右 に 離れ て 存在 し , と の 部 分 の 付属 肢 は 他 の 付 
属 肢 と は 形態 釣 に や や 異 る が , 対 状 の 触角 原 基 は 明らか で ある . 

と の よう な と と か ら , ツ ト ガ の 頭 部 は 6 節 (アク ロン , 触角 節 , BAR, AME, 小腹 節 , 下 礎 節 ) か ら 構 成 
され る も の と 考え た い . EASTHAM (1930, Pieris) は 上 大原 基 に 連結 する 中 豚 葉 を 観察 し , さら と 額 部 より 前 方 の 
頭 部 は 3 i CERN, 触角 節 , BAIR) より 構成 され て いる と いう 考え 方 の 根拠 と し て , 大 脳 が 3 つの 部 分 (前 
脳 protocerebrum, 第 2 大 脳 deutocerebrum, 第 3 大脳 tritocerebrum) に 区 別 で きる と いう 点 を あげ て いる . 
また , OKADA (1960, Chilo) は 4 顎 節 の 他 に 触角 節 が 真 の 体 節 で ある と し , 上 礎 部 分 は アク ロン に 含ま れる も の と 
考え て いる . 
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胸部 お よび 頭 葉 に お いて も , 顎 部 で 見 られ た も の と 同様 な 神経 細胞 が 発達 する . 腹部 の 前 方 部 分 に は 体 節 溝 が 発 
達し , 2 と 3 の 腹 節 が 形成 され る が , 後方 の 体 節分 化 は まだ 認め られ な い . 頭 葉 前 端 は 腹部 後 端 と 卵 の 硝 側 で 接し 
て いる . 


ステ ー ジ 10 胸部 付属 肢 形成 期 


EE, 触角 , KE, ME, 下 大 の それ ぞ れ の 原 基 は 一 層 明 瞭 と な る が , 前 大 乃原 基 は 前 スミ テー ジ と ほとん ど 変 ら 
な い . 胸部 第 1 節 に も 対 状 の 付属 肢 原 基 が 現われ , 続い て 第 2, 第 3 節 じ も それ ぞ れ 同様 な 付属 肢 が 形成 され る . 
従っ て , と の ステ ー ジ の 初期 に は , 前 方 に ある 付属 肢 は ど 大 形 で ある (46 図 )、 し か し , Chilo COkApA, 1960) で 
は , すべ て の 付属 肢 が 同じ 速度 で 発達 する の で は な く , 右側 と 左側 の どちら か に と お いて 付属 肢 の 形成 が 早い . と れ 
は 卵 の 形 に よる も の で , Chilo の 卵 が 極端 に 扇 平 で も る と と の た めで ある と いう . 
腹部 に お ける 体 節分 化 は 腹部 後方 に も 見 られ る が , 腹部 付属 肢 原 基 の 出現 は まだ 認め られ な い . 腹部 の 体 節分 化 
が 完了 し た 時 期 の 膝 子 で は , 外部 形態 か ら 観 察 で きる 体 節 は 頭 葉 , 前 大 腕 節 , KED, NEM, PEAS, 第 1 第 
3 胸 節 , 第 1 一 第 10 腹 節 そ し て 尾 節 の 合計 19 節 で あり , 発生 の 全 過 程 を 通じ て , 体 節 数 は と の ステ ー ジ で 最多 で 
HS. 
間もなく , 頭 葉 の ほ ば 中 央 で 口 陥 の 陥 入 が 始ま る . し か し な が ら , 肛門 陥 の 陥 入 は まだ 認め られ な い . OKRA 
が 開始 され る 時 , 口 陥 の 陥 入部 で , 腔 帯 の 内 側 の 細胞 が や や 膨 出 する . そし て , 口 陥 の 発達 に 伴っ て , OMERO 
細胞 が 分 化し , 内 腔 葉 細胞 を 形成 する (48 図 ). 内 脆 葉 の 発達 は その 後 引き 続い て 進行 せ ず , 後 の ス テー ジ で , 中 
腸 原 基 が 分 化す る 時 再び 著しく 発達 する . し か し な が ら , Chilo (Oxana, 1960) で は , 口 陥 の 底部 で 形成 され た 内 
膝 葉 細胞 塊 は 発生 が 進む に つれ て 成長 し , 口 陥 の 末端 両側 で , 一 対 の か き ぎ 状 突起 を 形成 する . 

鱗 超 目 昆虫 の 口 陥 の 底部 (に お ける 内 腔 葉 形成 に つい て は , 1) 口 陥 の 末端 か ら は 内 腔 葉 は 形成 され な い 〈ToyA- 
MA, 1902, Bombyx; Mansour, 1927, Carandra な ど ) 2) 口 陥 の 陥 入 後 , 口 陥 の 未 端 か ら 内 膝 葉 が 分 化す る 
(JoHANNSEN, 1929, Diacrisia; SAITO, 1937, Antheraea; REMPEL, 1951, Mamestra な ど ) 3) 口 陥 の 陥 入 前 
IC, 膝 帯 の 内 側 か ら 内 豚 葉 細胞 が 形成 され る (EASTHAM, 1927, 1930, Pieris; Henson, 1932, Pieris; OKADA, 
1960, Chilo な ど ) の 諸説 が ある . 
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HEP RO OMAHA LITO, 陥 入 は 次 第 に 腹 一 後方 へ 向っ て 伸長 する . と の 時 期 で は , 口 陥 壁 の 厚 さ は ど 
の 部 分 に お いて も 同じ で ある が , 発達 が 進む に つれ て , 末端 底部 は 次 第 に 薄く な る . 尾 節 で は , MEEDA k 
り 肛門 陥 が 形成 され , その 後 , 前 方 へ 向っ て 発達 する . 肛門 陥 が 陥 入 する 時 Pieris 属 CEASTHAM, 1930, 1931; 
HENSON, 1932) で は , 肛門 陥 陥 入部 分 に お いて も 口 陥 部 分 と 同様 に 内 腔 葉 性 細胞 が 腔 帯 か ら 分 化す る と いわ れる 
が , ツ ト ガ に お いて は , 肛門 陥 陥 入 時 に お ける 内 腔 葉 の 分 化 は 明らか で な い . 間もなく , 口 陥 の 前 部 の 外 豚 葉 が 盛 
VEV, 上 咽頭 epipharynx が 形成 され る . と の 突起 は 極め て 小 き く , 対 状 構造 と し て 出現 する の で は な く , 最初 
か ら 単 一 突起 と し て 形成 され る よう で ある . 鱗 交 目 昆虫 膝 子 の 上 咽頭 は Chilo (Okana, 1960) や Pieris 
(EASTHAM, 1930; 田中 , 1968) な ど に お いて も 観察 され て いる . 今 述 べた よう に , Yb ガ の 上 咽頭 は Cg/o に お 
ける て と 同様 に 最初 か ら 単 一 の 突起 と し て 発達 する が , EASTHAM (1930) に よる と , Pieris で は 最初 上 咽頭 原 基 は 
他 の 付属 肢 原 基 と 同じ く 一 対 の 小さ な 突起 と し て 出現 し , 口 陥 が 卵黄 内 へ 深く 発達 する に つれ て , それ ら は 急速 に 
変化 し , 単 一 突起 と な る . 

前 大 腕 館 の 退化 が 進む た め 顎 頭 部 は 前 ステ ー ジ より も 短縮 する が , 腔 子 の 体長 は 反転 期 前 の 腔 子 と し て は 最長 で 
HS. と の ステ ー ジ で は , WE, AAR, 胸部 を 含む 部 分 の 体長 と 腹部 の それ と は ほ ば 等 し い . DEORE 
で 最も 広く , 顎 頭 部 と 胸部 は ほぼ 同 幅 で , 腹部 は 著しく 細長 と な り , 尾 節 は 腹部 第 10 館 よ り も 幅広 で ある . Te 
付属 肢 お よび 胸部 付属 肢 の 発達 が 目立ち , 特に 後者 の 発達 は 著しい . 間もなく , すべ て の 胸部 付属 肢 は 2 環 節 人 分 
か れる . 対 状 突 起 と し て 現われ た 上 大 原 基 は 大 き さ を 増し , 正中 線 に 向っ て 移動 を 始め る た め , 2 つの 突起 は 次 第 
に 接近 する . と の 頃 に は , 前 大 腸 付 属 肢 は 完全 に 退化 消失 する . 
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OKADA (1960) に よる と , Chilo に お いて は , こと の ステ ー ジ に 相当 する と 思わ れる 時 期 に も , 左右 の 胸部 付属 肢 
の 間 の 成長 速度 に 差 逢 が 認め られ る と いう . また , と の ステ ー ジ で 上 咽頭 部 分 の 外 豚 葉 と (に は さま れ だ 部 分 に 神経 
母 細胞 様 の 細胞 が 見 られ る (49 図 ) と これ は OkApA (1960) が Chilo で 見 出し た 上 咽頭 内 の 神経 母 細胞 と 同一 の 
も の と 思わ れる . 

頭 葉 , FALE, 胸部 で は 神経 細胞 の 分 像 が 起 っ て いる . し か し な が ら , 腹部 に お ける それ は 前 方 部 で 若干 認め ら 
れる に 過ぎ ず , 後 の 発生 を 通し て , 後方 部 で も 観察 され る . と の ステ ー ジ か ら , 旬 黄 の 形態 的 変化 が 認め られ る . 
すなわち , 前 ステ ー ジ まで , 卵黄 は すべ て 単 核 ・ 有 膜 粒 団 と し て 認め られ た が , と の ステ ー ジ で は , KWEMA 
境 膜 が 部 分 的 に 不明 瞭 と な る . 
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AGAR DML, 膝 子 全体 の 長 さ は 前 ステ ー ジ より も 短く な る . 前 大 腸 節 は 小さ いな が ら 残 存 し , BAM K 
則 侵 と を 境 する 体 節 溝 の 位 置 は 頭 葉 の 後 端 と 同じ レベ ル と な る . 上 局 は 正中 線 に 向っ て さら に 移動 する . 小腸 と 下 
居 は 浅い 溝 に より 2 つの 部 分 に 分 けら れ , 続い て 触角 も 2 環 節 構造 と な る . 上 情 お よび 大 脆 に は と この よう な 節分 化 
は 認め られ な い . 口 陥 は 前 方 に 向っ て 次 第 に 移動 し , 上 居 に 接近 する . と の ステ ー ジ で , 腹部 付属 肢 が 分 化し 始め 
る . 最初 , それ ら の 原 基 は 第 1 腹 節 で 対 状 の 外用 工 性 突起 と し て 現われ , 続い て , 第 2 腹 節 以後 の 各 腹 節 に も 同様 
な 付属 肢 原 基 が 発生 する . と れ ら の 腹部 付属 肢 は 顎 部 お よび 胸部 の それ ら よ り も は る か に 小形 で ある . Pieris CH 
rh, 1968), Catocala (HiRSCHLER, 1928; ANpo, 1962 | こ よる) ORF Cl, 腹部 第 1 節 の 付属 肢 は 側 肢 
pleuropodia と 呼ば れ , や や 小形 で , その 先端 が 失っ て いる な ど 他 の 腹部 付属 肢 と 異 っ て いる . し か し な が ら , と 
の 側 脚 は ツ ト ガ や Chilo (OkApA, 1960) で は 認め られ な い . 

A, 神経 母 細胞 の 分 像 , 増殖 に よる 神経 細胞 塊 の 形成 が 尾 節 を 除く すべ て の 体 館 に お いて 見 られ る . BRA Few 
に お ける 神経 系 の 発達 に つい て は , 多く の 詳細 な 報告 が ある (EASTHAM, 1931, Pieris; SAITO, 1937, Antheraea ; 
PRESSER & Rutscuky, 1957, Heliothis; MUELLER, 1938, Plodia; Oxana, 1960, Chilo な どう). Y t ROR 
経 細胞 の 発達 も , 他 の 種 で 報告 きれ て いる 場合 と 同様 で も る . すなわち , 外 膝 葉 と 中 膝 葉 と に に は さま れ た 神経 腔 葉 
を 形成 し て いる 大 形 の 各 母 細胞 は , 有 和 糸 分 裂 に より 2 個 の 娘 細胞 と な る が , それ ら は 両者 と も 同 大 で は な く , 一 方 
の も の が 他方 の も の より 大 きい . と の 大 きい 娘 細胞 は 分 裂 後 , 再び PRIOR eLA SITETREL, さら 
(と, 分裂 を 繰り 返す . し か し , 小形 の 娘 細 胞 は 2 度 と 分 裂 す る と と な く , それ ら の 形 , 大 き さ に つい て も 後 の 変化 
は 認め られ な いよ う で ある . 

中 肛 葉 は 外層 の 体 壁 葉 somatic pleura と 内 層 の 内 臓 包 葉 splanchnic pleura と 分 か れ , その 間 に 体腔 但 を 形 
成す る (53 図 ). 体腔 は 先頭 節 以 外 の 体 侵 で , 正中 線 の 両側 に 各 一 対 づ つ 存 在 す る が , 上 情 部 分 の それ は 正中 線 に 
近く , HO, 上 展 突起 の 内 側 存 在 す る GAND. それ 故に と の 体腔 が 他 の 体 節 に 見 られ る も の と まっ た く 相 同 で 
ある と する に は 若干 の 問題 が ある か も 知れ な い . 

口 陥 の 陥 入 が 進行 する に つれ て , 口 陥 の ちょ うど 前 方 部 の 中 豚 葉 は 口 陥 の 末端 に 向っ て 押し や られ , OMORM 
を 占め る よう に な る . と の よう に し て 移動 し た 中 有 葉 は , 後 の ス テー ジ で , 独立 し た 組織 と し て 分 化し , 食道 下 体 
suboesophageal body と な る . また , と の 頃 に な る と , 細胞 の 増殖 に よる 口 陥 背 難 の 肥厚 が 著しく 日 立ち , その 
中 部 (と 数 個 の や や 大 形 の 細胞 が 出現 し , 間もなく , 口 陥 の 背 壁 正中 線 記 沿っ て 縦長 い 細 胞 集団 が 膨 出 する 〈61 ED. 
と れ ら の 細胞 群 は 口 陥 壁 の 背面 で 口 胃 神 経 組織 stomatogastric system を 形成 する も の で ある が , Heliothis で 
PRESSER & RUTSCHKY (1957) が 観察 し た よう な 陥 入 は ツ ト ガ で は 認め られ ず , むし ろ , Pieris (EASTHAM, 
1931), Chilo (OKADA, 1960) に お ける 観察 結果 と 類似 し て いる . と の よう に 口 陥 部 の 神経 組織 が 口 陥 育 藤 か ら 生 
ずる と と は SCHWARTZE (Lasiocampa, 1899), EASTHAM (Pieris, 1931), PRESSER & RUTSCHKY (Heliothis, 
1957) な ど に よっ て も 報告 され て いる . SSI OKADA (1960) は Chilo に お いて , 口 胃 神 経 系 の 発達 過程 を 詳細 
に 追跡 し , 上 咽頭 内 に 形成 され る 神経 母 細胞 が 口 陥 の 陥 入 と 共に 口 陥 痛 壁 内 に 移動 し , それ ら が 後に 口 胃 神 経 組織 
と し て 発達 する と と を 見 出し た . 

肛門 陥 の 発達 は 比較 的 急速 (に 進み , と この ステ ー ジ で は , 口 陥 の 長き さよ り も 肛門 陥 の 長 さ の 方 が や や 長く な る . そ 
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し て , JLPSRABEIS PUREE HIT OROEN TOA (56 図 ). 


ステ ー ジ 13 腹部 付属 肢 完成 期 


頭 葉 と 顎 頭 部 の 短縮 こよ り , 腔 子 の 体長 の 減少 は 前 ステ ー ジ より も 目立つ . 前 大 膝 節 は 完全 に 消失 し , MERI 
ASS, (NES, 下 居 節 か ら 構成 され て いる . 上 礎 の 基部 は 正中 線上 で は と ん ど 接 し て いる が , その 先端 部 は まだ 
相互 に 離れ て いる . 胸部 付属 肢 は 顎 部 に お ける それ と 同様 (に すべ て 2 環 人 節 に 分 れ て いる . 第 10 腹 館 の 付属 股 原 基 
が 完成 し , と の ステ ー ジ で , 腹部 に は 10 対 の 小さ な 次 状 の 付属 肢 原 基 が 数 えら れる GIRD. 尾 飾 の 体 幅 は 第 10 
腹 節 の それ より 狭い . i 

ARE OREBIC ALE L CUS ARREA, 比較 的 明瞭 な 組織 と な る . と れ ら の 細胞 群 は 後に 前 方 の 中 腸 
上 度 の 原 基 を 形成 する . 鱗 次 目 須子 の 口 陥 部 に お ける 中 腸 上 皮 の 形成 に つい て は , すでに 多く の 報告 が あり , その 
起 原 に 関し て , 主 に 2 つの 見 解 が 対立 し て いる . その 1 つ は , 中 腸 上 皮 は 口 陥 末 端 で 人 作ら れる も の で 外 及 葉 性 で あ 
る と する 説 (SCHWARTZE, 1899, Lasiocampa; Toyama, 1902, Bombyx; Mansour, 1927, Carandra な ど ) で 
HO, 他 の 1 つ は 中 腸 上 皮 は 外 豚 葉 と は 独立 し た 内 有 葉 性 細胞 こそ の 起 原 を お く と する 説 (HIRsCHLER, 1905, 
Catocala; STRINDBERG, 1915, Bombyx; EASTHAM, 1927, 1930, 1931, Pieris; DRUMMOND, 1936, Ephestia ; 
SAITO, 1937, Antheraea; MUELLER, 1938, Plodia; REMPEL, 1951, Mamestra; 和田 , 1955, XZ ; OKADA, 
1960, Chilo な ど ) CHS. また , Jonannsen (1929) は 前 者 の 説 と 後者 の 説 と を 結び つけ る か の 如く , 潜在 性 内 
We co CWS. すなわち Diacrisia で は 中 腸 上 皮 を 形成 する 内 肛 葉 性 細胞 の 発達 は Preris な ど に お ける 
より も 遅れ, 口 陥 が 陥 入 す る 時 に は まだ 内 豚 葉 性 細胞 は 未 分 化 で ある が , 口 陥 の 先端 に は 内 腔 葉 の 前 原 基 pre- 
primodium と し て の 細胞 が 存在 する と 考え て いる . EASTHAM (1930) ARED EENT ODARE 
腸 工 が 形成 され る よう な 場合 に は Mansour (1927, Carandra) の よう に , 中 腸 原 基 が 外 腔 葉 か ら 生ずる と いう 
間違っ た 解釈 を する と と が ある と 述べ て いる . と の よう に , 中 腸 上 皮 の 起 原 に つい て は 研究 が 進む に つれ て 内 豚 業 
説 が 有力 に な っ て 来 た . 

口 陥 の 後方 腹 側 に 位置 し て いる 中 及 葉 細胞 塊 は 肥大 成長 し , 間もなく , 口 陥 腹 側 で 他 の 中 豚 葉 組織 か ら 独 立 し た 
食道 下 体 の 原 基 が 形成 され る . と の 食道 下 体 の 腔 葉 起 原 に つい て は , 多く の 議論 お が な され て お り , 外 豚 葉 性 起 原 と 
する も の (池田 : 家 奏 1913 な ど ), AMIR LF ZO CScgwARTzE, 1899, Lasiocampa ; SCHWANGART, 
1904, Endromis; HIRSCHLER, 1924-27, Catocala ; JOHANNSEN, 1929, Diacrisia な ど ) も ある が , と れ も 研 究 
が 進む に つれ て , PIE TOMALES SB (Toyama, 1902, Bombyx; 桜井 , 1915, RI; EASTHAM, 1930, 
Pieris; REMPEL, 1951, Mamestra; 和田 , 1955, RÆ; OKADA, 1960, Chilo な ど ) に 落ち つい て 来 て いる よう 
CHS. Kk, 食道 下 体 が どの 体 節 に 属す る か と いう 問題 に つい て 論じ た も の は 比較 的 少な い が , ツ ト A DRF 
に お いて は , 食道 下 体 を 形成 する 中 豚 葉 は 最初 口 陥 の 直後 部 , すなわち , 前 大 礎 節 に 属し て いる . と の と と は 
EASTHAM (1931, Pieris) や OkApA (1960, Chilo) の 報告 と 一 致す る . し か し な が ら , 和田 (1955, XA) は 大 
腸 飾 に 属す る 中 脆 葉 を 食道 下 体 の 起 原 と みな し て いる . 




























































































ステ ー ジ 14 短縮 前 期 


誰 子 の 体 幅 が や や 広く な り , 頭 葉 の 側壁 が 背 方 に 向っ て 伸び 始め る . BRIER ECHL, その 基部 が 融合 し 
始め る . 3 額 節 は 次 第 に 前 方 へ 向っ て 圧縮 され , 大 騰 突 起 は 頭 葉 後 側 の 触角 突起 と は ば ぼ 同 一 線上 に 並ぶ よう に な る . 
大 乳 は 小腸 や 下層 より も 大 きく , 2 環 節 に 分 れ 始 め て いる . そし て , すべ て の 胸 肢 は 3 環 節 より 構成 され て いる . 
第 3 一 第 6 腹 節 を 除く 他 の 腹部 付属 肢 (第 1, 第 2, 第 7 第 10 腹 部 付属 肢 ) が 退化 し 始め る . 各 体 館 の 神経 球 
の 形成 が 進み , 口 陥 より 前 方 の 大 脳 (食道 上 神経 球 supraoesophageal ganglion), Ki’, ME, FEO 3 対 の 顎 
頭 神経 球 , 3 胸部 神経 球 , 10 腹部 神経 球 の 合計 17 対 の 神経 球 が 数 えら れる . と れ ら の 中 で , 大 脳 が 最大 で ある . 
穫 門 陥 末 端 の 腹面 内 璧 の 左 知 か ら 1 対 の 陥 入 に よる マル ピー ギ 管 原 基 が 形成 され る (62 図 ) これ ら の 2 個 の 原 
基 は すべ て 単純 な 凹 と し て 出現 し , その 後 , 急速 に 後方 へ 向っ て 伸長 し , 間もなく , 管状 の 構造 作り上げる. そ 
の 後 間もなく , その 原 基 の 背 側 と 腹 側 の 基部 か ら そ れ ぞ れ 1 本 の 管 が 発達 し , 合計 3 本 の マル ピー ギ 管 と し て 成長 
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する . HoT, と の 部 分 を 通る 断 価 で は 1 カ所 か ら 3 本 の 管 が 出 て いる よう に 見 える . この よう に , マル ピー ギ 管 
の 原 基 は 肛門 陥 の 内 壁 か ら 生 ずる と と は 明らか で あり , その 起 原 は 外 豚 葉 性 で も る と いう と と に つい て は 問題 が な 
い . マル ピー ギ 管 が 最初 左右 1 対 の 陥 入 と し て 生ずる と と は TICHOMIROFF (1891, Bombyx), 池田 (1913, XÆ), 
JOHANNSEN (1929, Diacrisia), HENSON (1932, Pieris), DRUMMOND (1936, Ephestia), REMPEL (1951, 
Mamestra), OkApA (1960, Chilo) な ど で も 観察 きれ て いる が , ScHwARTZE (1899, Lasiocampa), TOYAMA 
(1902, Bombyx), EASTHAM (1931, Pieris), 中 田 (1935, XÆ), Sarro (1937, Antheraea), PRESSER & 
Rutscuxy (1957, Heliothis), 田中 (1968, Pieris) 752 Cla, 肛門 陥 末 端 長 の 両側 で 最初 か ら 3 対 の 管状 を な し 
て 出現 する . マル ピー ギ 管 原 基 の 腔 葉 起 原 に こつ いて は , Henson (1932, Pieris) が 内 腔 葉 起 原 説 を 述べ て いる が , 
他 の 研究 者 の 考え 方 は 外 腔 葉 起 原 で ある と する 見 解 に 一 致し て いる . 

口 陥 の 伸長 は 急速 に 進み , その 末端 部 は 小峰 節 後部 に 達し , その 長 さ は 民 門 陥 の それ と は ば 等 し い . ONE 
の 口 胃 神 経 組織 は 口 陥 の 発達 に 伴っ て 伸長 し , その 前 方 と 後方 が や や 肥厚 し た 状態 と な る . 他方 , 口 陥 長 腹 側 横 
た わっ て いる 食道 下 体 は 他 の 組織 か ら 完 全 I に 区 別 さ れる 椿 円 体 で , 細胞 質 密度 の 低い , 極め て 大 き な 核 を 持つ 犬 形 
細胞 群 か ら 構 成 さ れ て いる (3M). 

と の ステ ー ジ で , 頭 葉 お よび 顕 頭 部 (に 4 対 の 外 腔 葉 の 陥 入 が 起 る . 一 番 前 方 の 陥 入 は 大 腕 付属 肢 と 触角 と の 間 に 
見 られ る 膜 状 骨 の 前 腕 陥 入 で ある GAND. と の 陥 入部 が どの 体 館 に 属し て いる か と いう 問題 に つい て は 諸説 が あ 
V, Toyama (1902, Bombyx), JoHANNSEN (1929, Diacrisia), Sarto (1937, Antheraea) は 膜 状 骨 の 前 腕 陥 入 
が 大 腸 節 (に , EASTHAM (1931, Pieris) は 触角 節 , OkApA (1960, Chilo) は 前 大 用 節 に 属し て いる と し て いる . 
OKADA は Chilo に お いて , 前 大 有職 節 の 両側 部 分 の み が ま だ 完全 に 消失 する 前 で , 少し その 存在 が 確認 で き る 時 期 
iC, 膜 状 骨 の 前 腕 陥 入 が 超 る と し て いる が , Ancylomia で は 前 大 脆 侵 は 前 ステ ー ジ (ステ ー ジ 13) で 完全 に 消失 
し て し まい , その 後 , と の 陥 入 が 認め られ る . それ 故に 膜 状 骨 の 前 腕 陥 入 は 大 肝 節 に 属す る も の と 考え られ る ・ 

膜 状 骨 の 後 腕 の 陥 入 は 小 乳 付 属 肢 基部 付近 の 後方 で 生じ, 前 方 に 向っ て 発達 する . 後 腕 の 陥 入 が 小 用 節 に 属す る 
と いう と と に つい て は , 研究 者 の 見 解 が 一 致し て いる . 絹糸 腺 の 原 基 は 下 居 付 属 肢 の 基部 後方 付近 で 1 対 の 陥 入 こと 
し て 生じ CORD, それ ら の 発達 に 伴っ て 急速 に 後方 へ 向っ て 伸長 する . 4 番目 の 陥 入 は 膜 状 骨 や 絹糸 腺 の 陥 入 よ 
り も 遅れ て 大 腸 付 属 肢 付近 の 外側 で 生ずる 一 対 の 大 有 側 甲 mandibular apodeme CHS. と の 側 申 は 陥 入 初期 は 
単 一 な 居 状 で あり , 次 第 に や や 後方 へ 向っ て 発達 する . そし て , 発生 が 進む に つれ て その 末端 は 前 後に 拡がり , 前 
方 と 後方 と に 向っ て それ ぞ れ 発達 する (65M). 前 者 は flexor mandibulae と し て 発達 する も の で あり , 後者 は だ 
液 腺 の 原 基 で ある . と の 大 脱 側 甲 は 明らか に 大 脱 節 に 属す る も の で あり , 他 の 研究 者 と の 間 に も 意見 の 相違 は 認め 
られ な いよ う で ある 。 


















































ステ ー ジ 15 短縮 後期 





朋子 の 短縮 は 前 ステ ー ジ より も 進み , 体 幅 は 目立っ て 広く な る . 頭 部 形成 の た め 品 頭 部 の 短縮 と 前 方 へ の 移行 は 
さら に 進行 する . 豚 子 の 側壁 が 脆 子 背面 に 向っ て 発達 する た め , 比較 的 己 平 で もっ た 駿 子 は 立体 的 な 外観 を 呈す る 
よう に な る . と の ステ ー ジ で , 上 大 は 正中 線上 で 融合 し て いる が , 依然 と し て 左右 の 2 部 分 の 区 別 は 明瞭 で ある . 
Ait, JME, 下層 は 外側 に 移動 し , その 結果 , 左右 の 付属 肢 間 の 間隔 は 広く な る 67RD. 間もなく , 触角 は さら 
に 前 方 へ 移動 し , 上 司 の 下端 と 触角 の 上 端 と が 同一 線上 に 並び , 大 正 の 位置 も 口 陥 の 開口 部 と ほぼ 同一 線上 に くる ・ 
と の よう に 顎 頭 部 と 頭 葉 と の 合体 が 進む に つれ て , FACE, AIR MLE, FUT, NBM e TED CO 
間 の 体 節 溝 が 次 第 に 不明 瞭 と な っ て くる . 

触角 付近 か ら 後 方 に 伸び る 膜 状 骨 前 脆 と , 小 脆 館 後部 か ら 前 方 へ 伸び る 後 腕 と が 完全 に 連絡 する . 一 対 の 絹糸 腺 
は 後方 に 向っ て , 体 軸 と ほぼ 平行 に 走り , 第 4 腹 節 に 達し て いる . と の ステ ー ジ で は , さら に 一 対 の 新しい 外 腔 業 
の 陥 入 が 大 肝 節 (に 見 られ る GIRD. これ ら は 大 肢 付 属 肢 基部 の 外側 か ら 陥 入 す る extensor mandibulae で ある . 
それ 故に , 大 腸 館 で は 前 ステ ー ジ (ステ ー ジ 14) で 述べ た 膜 状 骨 , だ 液 腺 と flexor mandibulae そし て extensor 
mandibulae の 3 対 の 陥 入 が 生じ る と と に な る . 頭 部 に お ける と れ ら の 陥 入 に つい て は , 多く の 報告 が ある が , そ 
れ ら が どの 体 節 に ある か と いう 問題 に つい て の 見 解 は 第 2 表 に 示し た よう に 必ず し ゃ 一 致し て いる と は 言え な い . 
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研究 者 名 LEUM A aT] ATR A a) 大 E Gh E STEH 
TOYAMA | tentorium 1 | | TT ate 
(1902) ーー ーー ーー | OR mandi- tentorium 2 gland 
Bombyx i flexor mandibulae | | @rothoracic 
| gland) 
JOHANNSEN tentorium 1 | PT 
(1929) ーー — — Beret mandi- tentorium 2 | gland 
Diacrisia | flexor mandibulae , Prothoracie 
gland) 
EASTHAM | extensor mandibular gland | tentorium 2 | 
の — |tentorium 1 mandibulae | (flexor mandibulae) maxillary gland silk gland 
| ist invagination 
' (tentorium 1) 
g | 2nd invagination 
AITO l | プー ; ee 
ae as | Sth invagination | 6th invagination 
| | ' 8rd invagination | (tentorium 2) (silk gland) 
Antheraea | . flexor _ | 
| mandibulae) 
4th invagination 
| | (salivary gland) 
OKADA : | extensor | silk gland 
ow ーー | ーー tentorium 1 : ART tentorium 2 AE 
Chilo | i salivary gland gian 
5 n i ー a : x — a っ z = 
| : tentorium 1 
TANAKA _ extensor mandi- silk gland 
(1970) | 一 | 一 — bulae : tentorium 2 ' prothoracic 
Ancylomia | | | flexor mandibulae | gland 
| | 





salivary gland 





口 陥 は 腹 一 後方 に 向っ て さら に 伸長 し , 口 陥 の 末端 は 第 2 胸 節 前 方 に 達し て いる . OGRE MOL 


や と 
1E 





下 体 は 前 ス 














テー ジ よ り も 一 層 明 有 瞭 で ある . と の ステ ー ジ の 後期 に は , 口 陥 底部 の 腹 側 に 存在 する 前 部 中 腸 原 基 の 成長 が 目立っ 


て くる . 


し か し な が ら , 腹 一 前 方 に 向っ て 


申 び て いる 肛門 陥 は 第 5 腹 節 前 部 (に 達し て いる が , その 末端 で の 後部 中 


腸 原 基 は まだ 明らか で な い . と この 時 期 に 大 肌 節 付近 の 側壁 外 腺 葉 の 一 部 が 肥厚 し , その 内 部 に 他 の 組織 より も 薄く 
染まる 数 個 の 細胞 が 発達 する . と れ ら の 細胞 は 後 の 発生 で , 左右 の 頭 側 に 各 6 個 の 点眼 と し て 完成 され る も の で あ 
る が , 全体 標本 で 各 点 眼 が 観察 で きる の は 次 の ステ ー ジ に お いて で ある 。. 
大 腸 神 経 球 , 小 肢 神 経 球 , 下 居 神 経 球 は 食道 下 神 経 球 を 形成 する た め 相 互 に 接近 する . 腹部 の 各 環 節 神経 球 を 連 
絡 する 縦 神経 連鎖 connective が 明瞭 に 認め られ る . 大 腸 や 小腸 より も は る か に 小形 化し た 下 居 は 正中 線 に 向っ て 
相互 に 接近 する . 3 対 の 胸部 付属 肢 は すべ て 3 環 節 より 構成 され て お り , 前 ステ ー ジ に 比べ る と 全体 と し て 細長 く , 
BBO 3 付属 肢 と 同様 に 両側 方 に 移動 し て いる . 第 10 腹 人 節 の 退化 は この ステ ー ジ で 開始 さき れる. すなわち , 第 
10 腹 節 は 次 第 に 腺 子 の 背面 に 押し上げ られ る た め , 側面 か ら 稚 察する と , 第 9 腹 節 と 尾 節 と と は さま れ て 三角形 を 





wL Tog (68 図 ). 





られ , 肛門 陥 の 1/3 付近 
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# 経 球 よ り も 著しく 小形 で , 











陥 が 前 一 腹 方 に 向っ て 著しく 成長 する た め , 尾 節 の 体 壁 が と れ に 伴っ て 発達 する . と の 


DP EB SRE ORME Cle, 第 10 腹 節 の 神経 球 は 他 の 腹部 BEOW ACBL EY 





ント が ガ の 腔 子 に お いて , 胸部 体 節 形成 か ら 膝 子 の 短縮 まで の 時 期 を 8 の ステ ー ジ に 分 け , 各 ス テー ジ に お ける 発 
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生 状 態 を 述べ た . 
1) 前 大 腸 付 属 肢 は 1 対 の 小さ な 外 臓 葉 性 突起 と し て 出現 する . し か し な が ら , と れ ら は 後 の 発生 過程 で 消失 す 
る 一 時 的 な も の で ある . 
2) 頭 部 は 6 部 分 , すなわち acron, 触角 人 節 , HARG, AEM, 小山 節 そ し て 下 邦 節 か ら な る も の と 考え られ 
る . 
3) 腹部 は 最初 11 節 よ り 成 る が , PITH 10 節 が 消失 し 10 節 と な る . 
4) 口 陥 陥 入 が 起 る 時 , 内 用 葉 細胞 が 口 陥 末端 で 特殊 な 細胞 塊 と し て 形成 され る . 他方 , 肛門 陥 陥 入 時 に は , 特 
殊 な 細胞 塊 は 存在 し な い . 前 部 中 腸 上 皮 は 口 陥 末端 で 形成 され た 細胞 に 由来 する . 
5) epipharynx は 口 陥 開口 部 の 直前 で 小さ な 突起 と し て 形成 され る . 
6) 神経 細胞 は 各 節 で 形成 され る . 後に , 顎 頭 節 の 神経 球 が 1 つ に 融合 する . 第 10 腹 節 が 消失 する 時 , 第 9 腹 
部 神経 球 と 第 10 腹部 神経 球 が 1 つ に 融合 する . 
7) 上 展 は 最初 1 対 の 突起 と し て 出現 し , Bit, と れ ら の 対 状 突 起 は 中 央 に 移動 し , 融合 する . と の 過程 を 通じ 
T, 上 麻原 基 内 の 1 対 の 体腔 が 観察 され る . LOL, と れ ら の 体腔 は 他 の 体 節 の 体腔 と は 異 っ て いる ・ 
8) 食道 下 体 は 口 陥 陥 入 部 の 腹 側 の 中 腔 葉 細胞 に 由来 する . と の 中 腔 葉 は 前 大 脆 節 に 属す る . 
9) 口 胃 神 経 組 織 は 口 陥 陥 入部 の 背 璧 か ら 発 達する . 
10) マル ピー ギ 管 は 肛門 陥 末端 で 1 対 の 外 腔 葉 性 陥 入 と し て 形成 され る . 
11) 頭 部 に お ける 外 及 葉 性 陥 入 は 7 対 , すなわち , 膜 状 骨 前 腕 , extensor mandibulae, flexor mandibulae, だ 
液 腺 , 膜 状 骨 後 腕 , 絹糸 腺 そ し て 前 胸腺 で ある . 膜 状 骨 前 腕 , extensor mandibulae, flexor mandibulae そし て 
だ 液 腺 は 大 腸 節 に , 膜 状 骨 後 腕 は 小 肌 節 に 由来 し , 絹糸 腺 と 前 胸腺 は 下層 節 に 属す る も の と 思わ れる . 



























































Summary 


In Ancylomia japonica ZELLER, the process from thoracic segmentation to shortening of the embryo 

is divided into eight stages, and the morphogenesis in each stage is described in the present paper. 

1) The premandibular appendages appear as a pair of small ectodermal processes. They exist, 
however, for a while and disappear in later development. 

2) The head is thought to consist of six parts, i.e., the acron, the antennal, the premandibular, 
the mandibular, the maxillary and the labial segments. 

3) At first the abdomen consists of 11 segments, but later becomes ten segments through the loss 
of the tenth segment. 

4) At the occurring of the stomodaeal invagination the endodermal cells are formed as the special 
cell-mass at the blind end of the stomodaeum. On the other hand, at the occurring of proctodaeal 
invagination there is no special cell-mass. The anterior mid-gut epithelium originates from the cells 
formed at the blind end of the stomodaeum. 

5) The epipharynx is formed as a small process just in front of the opening of the stomodaeum. 

6) Neuroblasts are formed in each segment. Later the ganglia of the gnathal segments fuse into 
one. When the tenth abdominal segment disappears, the ninth and the tenth abdominal ganglia fuse 
into one. 

7) The labrum at first appears as a pair of processes, later these paired processes move medially 
to fuse togather. During this process a pair of coelomic sacs in the labral anlagen is observed, but 
these cavities are different from those of other coelomic sacs. 

8) The suboesophageal body originates from the mesodermal cells of the ventral side of the 
stomodaeal invagination. This mesoderm belongs to the premandibular segment. 


9) The stomatogastric system develops from the dorsal wall of the stomodaeal invagination. 


10) The malpighian tubules are formed as a pair of the ectodermal invaginations at the blind end 
of the proctodaeum. 


11) The ectodermal invagination in cephalic region consists of seven pairs, i.e., the anterior ten- 
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torium, the extensor mandibulae, the flexor mandibulae, the salivary gland, the posterior tentorium, 
the silk gland and the prothoracic gland. The author would like to think that the anterior tentorium, 
the extensor mandibulae, the flexor mandibulae and the salivary gland originate from the mandibular 
segment, the posterior tentorium from the maxillary segment, and the silk gland and the prothoracic 
gland belong to the labial segment. 
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Rg 語 説 AA 


ABG: 腹部 神経 球 ABL: EH ABS: Ei AM: 羊 膜 AT: 触角 BR: IX CAL: BAW CD: 2 CL: 
u COL: E CR: INGE ECT: 外 膝 葉 EHP: 上 咽頭 原 基 END: ARH EXM: extensor mandi- 
bulae FRG: 前 方 神経 球 GN: 神経 球 LA: Pe LAS: FRA LR: BK LRS: EES MD: KE 
MDGL: -AfBFR MDS: KRM MES: 中 膝 葉 MLT: マ ル ピ ギ ー 管 原 基 "MX: 小腸 MXS: 小 腰 節 
NB: 神経 母 細 胞 NG: 神経 溝 PMD: HARRE PRC: 肛門 陥 SC: SRF 75> SE: $i SGS: OF 
神経 組織 SIG: RAR SNB: 口 陥 背 壁 の 神経 母 細胞 SOB: 食道 下 体 TENT: BORE ST: 口 陥 THL: 
WA THS: 胸 節 YC: 卵黄 細胞 YO: 卵黄 









































図 の 明 


Figs. 40-41. 顎 節 形成 期 の 豚 子 の 外部 形態 . Fig. 42. 顎 部 付属 肢 形 成 期 の 頭 部 の 腹面 . Fig. 43. 胸部 体 節 
形成 期 の 顎 頭 部 を 通る 横断 面 一 正中 線 の 左右 に 神経 母 細胞 が 見 られ る . Fig. 44. 43 図 と 同時 期 の 卵 の 表層 部 分 
を 通る 断面 一 般 膜 クチ クラ は 独立 し た 膜 と な っ て いる . Fig. 45. 顎 部 付属 肢 形成 期 の 頭 部 腹面 一 前 大 腸 突 起 が 
認め られ る . Figs. 46-47. 胸部 付属 肢 形 成 期 の 腺 子 腹面 . Fig.48. 46 図 と 同時 期 の 頭 葉 を 通る 断面 一 内 腔 
葉 の 分 化 が 見 られ る . 

Fig. 49. 最長 膝 子 期 の 口 陥 部 付近 を 通る 縦断 面 一 上 咽頭 突起 の 発達 が 認め られ る . Fig. 50. 腹部 付属 肢 出現 
前 の 卵 内 に お ける 腔 子 の 側面 . Figs. 51-52. 50 図 と は ば 同時 期 の 腔 子 に お ける 頭 部 の 形態 . Fig. 53. 腹部 付 
属 肢 出 現時 の 胸部 を 通る 横断 面 . Figs. 54-55. 53 図 と ほぼ 同時 期 の 口 陥 部 を 通る 縦断 面 一 口 陥 背 壁 に 大 形 の 神 
経 母 細胞 が 認め られ る . Fig. 56. 腹部 付属 肢 完成 期 の 肛門 陥 を 通る 縦断 面 . Figs. 57-58. 腹部 付属 肢 完成 期 
の 膝 子 の 外部 形態 

Fig. 59. 腹部 付属 肢 完成 期 の 膝 子 の 外部 形態 . Fig.60. 短縮 期 前 の 膝 子 の 外部 形態 . Fig. 61. 60 図 と 同 
時 期 の 口 陥 部 を 通る 横断 面 一 口 陥 背 璧 か ら 口 骨 神 経 組織 が 発達 し て いる . Fig. 62. 60 図 と 同時 期 の 肛門 陥 を 通 
る 横断 面 一 マル ピギー 管 原 基 の 分 化 が 見 られ る . Fig. 63. 60 図 より や や 進ん だ 時 期 の 口 陥 を 通る 縦断 面 一 口 陥 背 
長 の 前 方 神経 球 が 発達 し , 腹壁 末端 近く (に 食道 下 体 が 分 化し て いる . Fig. 64. 63 図 と ほぼ 同時 期 の 頭 部 を 通る 
横断 面 一 触角 と 大 乃 の 間 に 膜 状 骨 前 腕 の 陥 入 が 見 られ る . Fig. 65. 63 図 と は ほ ば 同時 期 の 顎 頭 部 を 通る 縦断 面 一 大 
腸 側 甲 の 末端 部 が 前 方 と 後方 に 分 化し 始め て いる . Fig. 66. 63 図 と ほぼ 同 時期 の 胸部 を 通る 横断 面 、 Fig. 67. 
区 子 短縮 後期 の 頭 胸部 の 外部 形態 .。 Fig.68. 67 図 と 同時 期 の 腹部 後方 部 お よび 尾 節 の 外部 形態 . Fig. 69. 
67 図 と ほぼ 同時 期 の 大 肝 節 部 分 を 通る 横断 面 一 extensor mandibulae の 陥 入 が 見 られ る . Fig. 70. 67 図 と ほ 
ば 同時 期 の 顎 部 を 通る 縦断 面 . Fig. 71. 67 図 と ほぼ ば 同時 期 の 腹部 末端 を 通る 縦断 面 一 第 10 腹部 神経 球 は 背面 に 
押し 上 げ ら れ て いる . 
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ア オス ジア ゲハ BH HM 型 の 記録 


高知 市 福井 町 212 の 3 


ミカ ドア ゲハ Graphium doson albidum WiLEMAN に は , 
SMBH OMRMARED SOLBREOSOBHSSTEBK 
く 知 られ て いる が , アオ スジ アゲ ハ Graphium sarpedon 
nipponum FRUHSTORFER の 斑紋 は 赤色 で , THE CRM 
色 の も の は 知ら れ て いな いよ うな の で , と と に 記録 し て お き 
た い . , 
な お , CORA, CHO 橋本 清美 氏 の 蝶 類 コレ クシ ョ ン 
に 含ま れ て いる も の で 筆者 が 所 蔵 し て いる . 
発表 に あたっ て , と の コレ クシ ョ ン の 保管 を 託さ れ た 高橋 
進 氏 , 岡本 啓 氏 な どの 方 々 に お 礼 を 申し 上 げ る と と も に , 採 
| f 集 者 に 敬意 を 表す る 
Fig. 1. Graphium sarpedon nipponum FRUH- 1 6 (HE 43mm), 高知 県 土佐 郡 鏡 村 川口 。 viii 
STORFER アオ スジ アゲ ハ , BE, HAW. 1940, 採集 者 不明 (Fig. 1) 

1 る GIAE 45mm), 高知 県 宮川 郡 諾 木村 ( 現 春野 町 う 25. viii, 1941, 徳 下 昭一 氏 採 集 . 

正常 型 に お ける 後 契 裏 面 の 全て の 赤色 斑紋 (基部 近く OBB > Sc+Ri 室 に 至る 縦 赤色 斑紋 , Cu. 室 , Cus, 
M; BRO M: 室 の 中 央 付近 に ある 外縁 に 平行 する 線 状 赤色 斑紋 , M」 室 か ら Rs 室 の 中 間 ま で の 間 の 横 脈 上 に 
ある 赤色 斑紋 ) が 完全 に 椅 黄 色 斑紋 と な っ て いる ・ 

本 種 の 赤 斑 弄 と 黄斑 型 の 関係 は , ミカ ドア ゲハ の 両 型 に お ける 魚粉 等 の 色彩 の 変化 と 全く 同じ 変化 を が し て いる ・ 
本 種 黄斑 型 は , その 後 全 く 採 集 さ れ て いな いと と か らし て , 発生 する 機会 が か な り 少 な いも の と 思え る ・ 
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